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この報告書は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収益 の一 部 であ

る機械工業振興 資金 の補助 を受けて昭和54年 度に実施 した

「第5世 代の 電子計算機に関す る調査研究」の成果 をと りま

とめた もので ありますo
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海外文献調査WG作 業結果(テ ーマ別関連図)

(テ ー マ)1.

2.

3.

4.
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7.

8.
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ソ シ ア ル ・イ ン プ リケ ー シ ョ ン

情 報

ユ ー ザ の 進 歩

IBM戦 略(以 下50音 順)
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ソ シ ア ル ・イ ン プ リケ ー シ ョ ン,情 報,ユ ー ザ の 進 歩(1)

l

O

ー

1980年 1985年 1990年 2000年 以降

情 報 化 の 一 般 動 向

情
報
化
の
社
会
環
境
に
」与
え
る
影
響

産 業 一 般

・イ ン タ ラ ク テ ィブ 端 末 の 急 速 な普 及

(小 売 店,サ ー ビス ビ ュー ロー な ど)

・通 信 と コ ン ピ ュ ー タ の 結 合

(

・1010ビ 。 トの 情 報 メ モ リを も つ

DNA

賢 ㌶ 三 遍 レビ等の結合)
・本格的オ フィスォー トメーシ ・オフ ィスオー トメーシ 。ンの普及

ヨンの出現

・顧客操作 による乗車券 ・航空券 の座席予約 システムの普 及

・人 工 イ ン テ リ ジ ェ ンス シ ス テ ム の 出 現(各 種 専 門 分 野 の コ ン サ ル テ ィ ン

ィ ン グ を行 な う 「ゼ ネ ラ ル コ ン サ ル テ ィン グ シ ス テ ム 」)

コンピュータの研究の必要性(?)

・人 工頭脳内臓電話,最 終通信 シス

テム(往 復感性回路を備 えたホロ

グラフ ィー投影)が 登場

・思考能力を有す るコンピュー タ,

人 間の熟練技術や蓄積を上回る

「専門 コン ピュータ」の出現

<← 一 一一一 ・大型 コンピュータや メモ リーはその相対的地位が低下 し,成 長 分野の中心は通信 とコン ピュータの

・パー ソナルコンピュー

タやそ の他情報 関連製

品は一般大衆価格で入

手 可能

・情報処理機器 のユーザパ フォーマンス測定(最 適化)

のための シ ミュレーシ 。ンモデルの開発

中間を埋める各種端末一

ー ー一・未来 を形成す る3大 重要技術(エ ネルギーrコ ン ビ=一 夕,バ イオテクノロジー)

一 ー 一 一・成 長 産 業 の うち エ レ ク ト ロ ニ ク ス は トッ プ に ラ ン ク さ れ,テ レ コ ミ ュ=ケ ー シ 。ン は 第3位,デ ー タ処 理 は そ れ よ り下 回 る ・一 一一 一 一一→ 〉

<≒ 一 一 ・商品のサー ビスか らサー ビスの販売ヘ シフト

(サ ー ビスの中心は人に対 するサービス〈教育,保 健,社 交〉 と専門的サ ービス〈情報処理,シ ステム解析,科 学的調査 ・開発〉)

・農林水産省 ,気 象庁 と通信 サー

ビスの共同 による農事情報 の提

供

・GNPの50%以 上 を第3次 産業

が 占有

・人 口の20%以 上が65才 を超 え

老人対策産業 が普及

・ 「海 中農場」による養殖水産の普

及

・宇宙旅行 の一般化

＼



ソ シ ア ル ・イ ン プ リケ ー シ ョ ン,情 報
,ユ ー ザ の 進 歩 ②

一

一
〇
ー

1980年 1985年 1990年 2000年 以 降

情

報

化

の

社

会

環

境

に

与

え

る

影

響

企 業 環 境

企 業 動 向

← 一一ーー一一 ・多角化,買 収 ,合 併が企業成長の鍵 一 ・

一 一 ・情報技術の応用は企業生存の必須条件

(企 業 情報 システムは,本 社戦略 と政府の政策 に一層 リンクする)

一 一 ・分散情報処理は企業の競争上の地位確保 ,投 資

回収率 一 ・コンピュータの管理からデータリソースの管理ヘシフト

社会政策,人 的資源管理上の重要な要素

(企 業戦略は,分 散情報処理の諸原則の応用に強く作用される)

・各産業 との連繋のための企業間 ネ ットワークの設置

・全国小売業 による電子 カタログシ 。ッピングの企業化

〈 一 －tCADコ ス ト低下(小 型 システム化)ロ ボ ットが主力(製 造 タスク
,エ ネルギー管理,安 全 と接近,設 備監視通信)一 一一 ≒〉

・無人 化工場 プロ トタイプの設計(西 ドイソ)・ ロボ
ット,遠 隔操作に よる工業

同一機械で異 なる品 目を少量生産す る完全 自動化工場 生産

2レ ベルの コンピュータ制御

ミニコンによる数値制緬 大型 セン トラルコンピュータでの フロー制御

ロボ ットでのルー チンメンテ

・無人化鉄鋼所(ス ウェーデ ン)

工 場の20%が パー トタイマー ・工場のパー トタイマーが50%を 超 え

る

・数 千人が従事する工

場は過去の もの とな

ってい く



ソ シ ア ル'イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン,情 報,ユ ー ザ の 進 歩(3)

1

声

一
一

1980年 1985年 1990年 2000年 以 降

情

報

化

の

社

会

環

境

に

与

え

る

影

響

労 働 環 境

オ フ ィ ス

家 庭 環 境

一一 ・社会的 ・技術的変化(特 にエ レク トロニクスの分野)に より雇用機 会が増大 一 一一 一ーーー一一一一 ー一 一ー一 一ー一〉

・テクノロジーの高度化に伴 な う仕事満足度の低下

・製造業でのパー トタイマーの増大(仕 事と余暇の相互 関係 の変化に対処)

/

・中間管理職の消滅又は質的変化

・労働者の職業転換の一般化(一 生涯に3～4回 職業転換)

」 雇用及び教育の機会均等化

・秘書 ,経 理士,マ ネジャーに とって端末機器が事務機の標準化

.中 央 ワー ドプ ロセシングセンター(複 写,印 刷,出 版,郵 便機能)と 管理 サ ポ ー トセ ン タ(情 報 の蓄積・検索処理)を 利

用 する自動化オ フィス

・電子事務所(会 話 方式のワークステーシ。ン)の 出現

・COMの 普 及 に よる ペ ー パ ー レ ス オ フ ィス の 進 展

(・ オ ン ラ イ ンCOM,イ ン テ リジ ェ ン トCOM,分 散COM,

レー ザ 記 録COM,グ ラ フ ィ ックCOM)

・多 機 能 ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン の 進 展

・C&Cの 進 展

・自宅勤務体制の普及

結合 ・混合(第5の 情報革命)

・家庭情報技術の応用の創始期

・電子家庭の普及

(警擁 翻
・受動的娯楽(番 組 自由選択 のテ レビなど)の 出現

・電子娯楽セ ンターの設置

(全 感覚に訴える娯楽形態)



ソ シ ア ル'イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン
,情 報,ユ ー ザ の 進 歩(4)

一

－
N

ー

1980年1985年1990年2000年 以 降

lll ～ ～

・健 康 サ ー ビス産業の成長拡大 ≡〉 ・診断 サー ビス
,保 健産業 に巨大企業出現

・心臓病
,糖 尿病,ガ ン,老 衰を防止す

医 療 る方法の開発(遺 伝子工学)

・電子義手1義 足の完成
,無 病パイオニ.ク 人

情 間の現実化
報 ・寿命の伸長により世代間の対立深刻化

化

の 文 献 (ソ シアル ・インプ リケーシ ョン)(情 報)(ユ ー ザ の 進 歩)

社 'NewBusinessworld・ 情 報 の 時 代1-8・TheFutureofwork4 _5

会 1-5-2・(人 間 と コ ン ピ ュ ー タの 接 点)・ManagingtheCrisesin

環 ・CorporateStrategy・Communicatio
nTec-DataProcessing1-15

境 1-6-2hnologyforbetter・ 人 間 と コ ン ピ ュ ー タ の 接 点

に ・ア メ リ カ産 業50年 の 展 望orforworse1-9

与 (Businessweek)・Productivity&In一

え ・(Outlookforl980s)formationManagem

る 1-16ent1-11-2

影 ・(Co㎜unications

響 Technologyfor

betterorfor

worse1-9

・TheFutureofwork

4-5

・CommunicationSat一

e川iteSystems

6-7

囲 番号は,JECC海 外文献調査結果の配布資料番号。



IBM戦 略

一

一
ω

1

1980年 1985年 1990年 2000年

IBM戦 略

〈基本的戦略〉

・マーケ ットの リーダーシップを

とる

最 大マーケ ットシェアか ら最

大マー ジン

・10～20年 前か ら市場 の認織

・7～10年 かけて製品開発努力

〈市場拡大〉

・通信への参入

・SBSに よる衛星の打上げ

・分散処理 への傾斜

(阻 外要因)

FCC等 に よる規制 ・SBS通 信 ネットワークの確立

・SNAの 国際的展開

・オ フ ィス オ ー トメ ー シ 。 ンへ 注 力

と くに テ レ コ ン フ ァ レ ン ス の 推進

・SBCへ 注 力(SBC==SmallBusinessComputer)

デ ィ ビ ジ 。ン 間 で の 競 争

・新 ア プ リケ ー シ 。ン
,新 フ ァ シ リテ ィの 提 供 に よ りSBC市 場 拡 大

・SBC市 場 の 支 配

〈適正利益 の確保、PCMの 排 除〉

・機能本位か らコス ト本位の価格設定ヘ

ソフ トウェア,保 守 サー ビスの高価格化

・デ ィジタル通信網 とオフィス機器の結合

回 ・IBM'sGlobalStrategy

2-2

・IBMのSBCの 長 期 戦 略

・IBM4300プ ロ セ ッサ

・(マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク ス そ の 技
技

術 的 限 界 と 社 会 経 済 的 挑 戦)



医 療 (1)

ー

一
心
ー

1980年1985年1990年2000年 以 降

上ll
〔医療での問題点 〕

医療 需要 の 増 大 医療情報 システムの開発

保険の普及,予 防医学の発展

医 療 費 の 高 騰 (同 上)

専 門 医 の 不 足 ・遠隔医療 システムの普及 〉

無 医 村 ・(同 上)… 〉

身 障 者 対 策 リハ ビリテーシ 。ン技術の開発 ・盲人,聾 唖者へのエレク トロニ ・電子補綴術 の応用

クス利用

医療情報 システムの開発,活 用 と情報 公害防止

〔ME〕 ・コンピュー タによる細胞診断の 自動 化

・コンピュー タによる組織適合性抗体検査の自動化

コンピュータに よる血球 自動分類 ・コンピュー タに よる眼底写真の 自動化

・コ ン ピ ュ ー タ に よ る 染 色 体 分 類

医療設備 の共 有化 ComputerizedElectr－

校 ocardiogramAnalysis

(遠 隔 医療 システム) 実現 の阻害要因は コス ト問題 と関 ・1985年 前後 でのニーズは非

係団体の利害対立 常に高い。90年 に かけて,さ

術 らに強 まる。

(病院措極 信 システム) ・病院間 高速 画像伝送網(リ ソース共有)

・1985年 前 後 で の ニ ー7ズ は か

開 な り高い。90年 にかげては同

じか,や や強 まろ う。

(医 療 デー タベ ース) MUMPS(マ サチューセッツ総合病 ・医用画像 を含むデータベース(構 成法,連 複法)

発 院)の ようなTSS臨 床 デー タ管

運 用言語 シスナムの開発

医 用 画 像 処 理 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ,VTRで の ・医 用 画 像 処 理 の 標 準 化 ・光 デ ィス ク

記録

・医 用 デ ー タ の デ ィ ジ タ ル化

(画 像変換的処理) ・心 臓 な ど動 き の あ る も ・ラ ジ オ ・ア イ ソ トー プ(RI)を 用 い たCT

のに対す るX線CT

(注)1980～1985で ・印のない項 目は79年 以 前 か ら進行中



医 療 (2)

一

声
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1980年1985年1990年2000年 以 降

lll
～ ～

(画 像認識的処理) ・コンピュー タによる胃X線 像 自動読影 特徴抽 出

・コンピュータに よる胸部X線 像 自動読影,特 徴抽 出

(3次 元画像処理) ・3次 元表示法におけるモアレ像

技 ・三 次 元 セ ン サ,三 次 元 デ ィス

プ レ イ

〔身障者,救 急医療

対策 〕

術 救急 医 療 シス テ ム 実現 の阻害要因はコス トの問題 と ・1985年 前 後でのニーズは非

関係 団体の利害対立 常に高い。90年 に かけては,

さ らに強まる。

リハ ビ リテ ー シ ョン

開 電 子 補 綴 術 ・電子義手 ・電子義足 ・電子義眼

盲人,聾 唖者への ・盲人用読書装置の研究 ,製 品化 ・盲人用読書装置の普及 〉

エレク トロニクス 利 用 (印 刷 物 → フ ォ ト ・セ ル ・ア レ

イ→ タ ッチ ・イ メ ー ジ)

発 ↓ ・聾唖者 用電話 ター ミナルの実現 ・聾唖者用電話 ター ミナルの普及 一一一≒〉

SRIと ス タンフ ォー ド 大 の 共

同 開 発 に よるOptaconで 既

に実現

健 康 サ ー ビ ス 産 業 ・健康 サー ビス産業 の台頭,中 小 ・1985年 にはGNP比10%・ 診 断サー ビス,保 健産業 に巨大企業 出現

医薬品 メー カの撤退 が健康 サー ビス(診 療施設 の運用,医 薬品,医 療機器の生産)

・健康サービス産業の成長
,拡 大

集 団 検 診 ・コンピュータに よる集団検診 の自動化

医 学 の 進 歩 ・寿命の1帳 により世代間の対立深刻化

国 …tl・ ・k…198・ ・1-16・ 繍 ・⇔ 二 ・ク燗 の現実イヒ
・エ レ ク トロ ニ ク ス の 展 望

一乗四半期
,来 年,次 の10年

・ア メリカ産業50年 の展望 ・心臓病,糖 尿病,ガ ン,老 衰を防止す

(Businessweek)る 方 法 の 開 発



一

一

〇
ー

1980年

国民1人 当た りのエネル

ギー消費量(現 在基準)

省 エ ネ ル ギ ー 対 策

エネルギー機器 の改

善

省 エネルギー型建造

物の普及

輸送機関の省エネル

ギー化

代 替 エ ネ ル ギ ー 対策

水 力 発 電

石 炭

天 然 ガ ス

ウ ーフ ン

水 素 エ ネ ル ギ

エ ネ ル ギ ー 植 物

太 陽 エ ネ ル ギー

.

工 ネ ノレ ギ 一

1

(1)

.
.

1985年

1

1990年

1

2000年 以 降

|
～～

L6倍 ・ >2.2倍

油 への依存体制は1次 エネルギー供給 の50%強 一

エネルギー率15%(1973年 基 準)
7500万 バーレル/日

〉

・総 エネルギー需要 を1977年 の1 、7倍 にす る 一

(省 エネルギー型産業 への移行)

高効率ガスタービンー

MHD発 電 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 －llie・)

廃熱利用システムー一

・低燃費自動車 一

・赤字路線の廃止 、

・新 しい エ ネ ル ギ ー 源 の 開 発5 ,000億 ドル/10年 一〉

(核 融 合,水 素 エ ネ ル ギ ー な ど)

・エネルギー需要 の4%以 下(用 地不足 で発展性 なし)

・石炭液化技術

・パイプラインに よる伝送

3,00万KEI分 の 原 発 6,000万 研 分 の 原 発

・未 来 の パ ワ ー ・シ ス テ ム と して 有 望

・油性含有植物の栽培が企業化の対象となる

・太陽熱発電システム ー一一ー一__

・太陽光発電 システム

・太陽熱 冷暖房 ・給油 システム(実 用化 されつつある)一 一ーー一一 ーーー 一一≒〉

・太陽・ネルギーを雪加 変換 ・て・ ・ク・波で地上へ送 ・(同 期軌道上宇宙発電所)・ ・願



エ ネ ル ギ ー(2)

1

一
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1980年1985年1990年2000年 以 降

lll～ ～

・屋 上PhotovoltaicPowersystem-24時 間 使 用 可

エ レク トロニクスの 影 響 力

・半導体技術の制御とセンサへの応用による省エネルギー(進 行中)こ 〉

・衛星通信の利用による労働および生活用式の変化(進 行中)〉

企業か ら見たエネルギー

問題

・建物や装置の省エネ型への転換

・エネルギー源 の不確実性 に よる投資 の手控え

・非産油国のエグゼクテ ィブ達は関心が高い

エ ネ ル ギ ー 産 業

・政府が発電所を作 り,電 力会社は送配電 を行 う50年 後1>一 一一 …

・石油会社が資金力にものをいわせて省エネルギーを開発する50年 後=〉

20～50年 後 の技術革新

・短期的 にみ ると大 きな危機 である

・2000年 以 降 を展望する と"い まと比較 して安価 なエネルギーを生み出す技術革新"が 実現 一 一

回
・ア メ リ カ産 業50年 の 展 望 . .

(Businessweek)

・エ レ ク ト ロニ ク ス の展 望

一 来 四半 期
,来 年,次 の10年

」



エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 衝 撃

社 会 環 境

成 長 要 因

制 約 要 因

LSIは 産 業の原油であ り,経 済成長 の源泉,戦 略産業

低価格化,需 要増大

1.LSI使 用 を想定 したシステム

2.従 来 製品の リプレース

(電 子化 巨大楊)(㌘ 宗 ち 。。、♪ から・レク… クスへ

3.全 く新 しい製品

技術情報の交流制限

労働者の反対

[Zlil卜 ・・tl・・k…198・ ・
1-t6

・TheComputerBroad

Impact1-7

・TheApplicationof

Semiconductor

Technology8-5

・マイクロエレク トロニクス:そ の

技 術 的 限 界 と社 会 経 済 的 挑

戦

・エレク トロニクスの 展 望 一乗 四

半 期,来 年,次 の10年

・ア メ リカ 産 業50年 の展 望

(Businessweek)

・Microelectronicsand

itsimpactupon

societyi-1る

.TheBenefitsand

ApPlicationsofthe

Microcode2-5

・Microcode:TheSystem

SupplierlsNew

Leverage5-2-5

5-2-4・

一

一
〇◎

ー

半
導
体
技
術

半
導
体
市
場

78

50億 ドル,

75・f意ドh〆

▲0兆 個

電 子 機 器
1,000億 ドル

センサー

(自 動車

ス ピーチ認識

合成装置(試 作)'

ジェネラル ・コンサル

タント シスァム

テ レ コン フ ァ ラ ンス

電 子郵便

O.5ミ ク ロ ン

lMbit(〈2千 ドル)

S/3701chip

ロセ ッサ

(デ ー タ ・ベース ・マシン

ハ イ ブ リ ッ ド回路

オ プテ ィク ス

140億 ドノレ

1,000兆 個

人工 矢磯i

ンス テ ムズ

ジ ョセ ブ ソン ・
コン ピュ ー タ

10Mbit

ポケ ットサ イズの
万能 複合電 子装置

課

(波 及効果)

題

1980 |981 1982 1983 1984

熟 練 プ ロ グ ラ マ の 養 成(マ シ ン命 令 プ ロ グ ラ ム,OSフ ァー ム ウ ェ ア)

第2次 産業革命

印刷術 を凌駕

インテ リジェンスの浸透

1985 1986 1987

省 エネル ギー 応用 システム

仕事の質的 向上 メデ ィカル ・エレク トロニクス

生産性向上 家庭用機器

雇用増大 教 育補助機器

貿易拡大 自動車 エレク トロニクス

マス プロか ら個性化 家庭用娯楽機器

分散化の普及 と経済性 流通(含,自 動倉庫)

軍 需

1988 1989

ビ ュー デ ー タ

交 通 管 制

電 子 映 画

電 子 シ 。 ッ ピ ン グ

ホ ー ム ・フ ァ ク シ ミ リ

lggo
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1

オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン

1980年 1985年 1990年 2000年 以 降

高級 事務機 器 の導入

通信システムへの事務機

器接続

会話型 ワーグ ステーシ

ョン(電 子事務所)

ペ ー パ ー レ ス 事 務 所

在 宅 勤 務

一
・オ フ コ ン,フ ァ ク シ ミ リ,デ ー タ 端 末

・ワ ー ドプ ロ セ ッ サ

・高 速 フ ァク シ ミ リ

?レ ー ザ ・プ リン タ

?OA用 グ ラ フ ィグ ス

・COM

?音 声 認 識 ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ

・フ ラ ッ ト ・パ ネ ル ・タ イ プ の デ ィス プ レ イ

___一 一 ー ー ー 一 一 一 一 ーー一 一ー ー ー一 一一 一ーー二∋〉

～

・電子郵便

?テ レ コ ン フ ァ レ ン ス

・ キ ャ シ ュ レ ス
,チ ェ ッ ク レ ス一

?知 識 ベ ー ス

?電 子家庭

?自 然言語処理

一 一 ー 一 一 ー 一 一 ー 一一_一 ー一 一 一一一一一一→ 〉

一ーーー ーー ーーー一一

・電子家庭との結合

国
・Investment&・theOffice

2-4-2

●ThepostajSetviceqnd

ElectronicM已ssage

Systems・5-2

・(IBMIsGlobalstrategy)

2-2

・(ProductivityandIn-

formationManagement)

1-1、1

.も、 ・、



家 庭 市 場(ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー タ)

ー

N

O

ー

1980年1985年1990年

ll

2000年 以 降

1
～ ～

シ 。 ッ ピ ン グ 案 内

電 子 家 庭
健 康 管 理 ・メ デ ィ カ ル ・ア シ ス タ ン ス

フ ィ ジ カ ル ・セ キ ュ リ テ ィ と プ ロ テ ク シ ョ ン

効果的な時間利用 電子郵便 ・電子新聞 ・ …〉

個 人 情 報 処 理
税務上の相談

文献検索

娯 楽
ゲー ム

電子娯楽 センター
コ ン ピ ュ ー タ 音 楽

(映 画,テ レ ビ,書 籍)一 ーー 一 「〉

教 育
〉 数 学 学 習(Dataman,Littleprofessor)

〉 言 語 学 習(Speak'nspell)

大学 レベル .i>一 ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 → 教 科 書 の コ ン ピ ュ ー タ化

ビ ジ ネ ス 財務分析,統 計, レ コ ー ド/リ ポ ー ト指 向 ・ ・一つ〉 自宅勤務体制

工学設計,ビ ジネス予測, レ 」コ ー ド ・キ ー ピ ン グ

意志決定,モ デ リング, フ ァ イ ル

シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 会計

販 売 ル ー ト

市 場 動 向 ・168万5千 台

(単 価400ド ル)

プ ロ セ ッ サ基 ←一 →>370/168相 当/チ ップ ー→>CRAY/1相 当/チ
ッ プ

メ モ リ
→IMバ イ ト400ド ル

礎 周 辺 ・端 末 通 信
高 精 度 グ ラ フ ィ ック ス

←>CRT・ テ レ ビ表 示O--i>フ ラ 。 ト ・デ ィ ス プ レ イ 低価 格MSS← 一 一一 ≒〉

技 家 庭 用 フ ァク シ ミ リ' レ 〉

文献
ソ フ ト ウ ェ ア

術

・一三>8ASIC/ア セ ン ブ ラ ・パ ー ソナ ル ・コ ン ピ
ュ ー テ ィ ン

白_≡〉 パ ッ ケ ー ジ ・ソ フ ト グ の イ ン ダ ス ト リ ・レ ポ ー ト
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一

教 育 シ ス テ ム

社 会 環 境 。不確実性 の時代,国 際化,デ タン トの色あせ(?),新 しい考 え方が標準になる。

。企業,情 報処理→分析的情報 システム,非 数値的 自動 情報処理 システム

oエ グゼクティブのキ ャッチ ・ア ップ,社 員の トレーニング

o放 送大学,開 放 された大学(教 育の意識革命)

oレ ジ ャーの増 加

〈 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼'＼
AI・一 一 〕
・一般教育

大学に拡大 憐 校沖 学 高校正規採用 ノ

、
1

・・… ・ ・ 教育用CAI(企 業) ) 0晶 力,」
ノ

スベーシャル ・データ・マネジメント

の応 用 の 可 能 性

1・ 響

1トー ・・一一1 1

σIBM囎 醐 ・一 ・ )
Q )i' ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー タの 爆 発的 普 及

℃

、生涯教育

CAIセ ンター
10・ …-IR・ ・テ・・公共・ ノ

、

国 境を超える大 学 コースの オン ライン受講

ノ

一 般 向 ダ イヤ ログ

システ ム'
,「

、

教育機器 電訳機 ;玉総 司 音声合成付翻訳器

//＼ 7/

1980 1981 1982 1983 1984 1985

o半 導 体の爆発的発展 と価格の弾力性

oCAIソ フ トウェアの充 実(亦 一 ム ・コン ピュー タ用,IR用,CAI用)

oCAIコ ス トの低減

o℃AIソ フ トウェアを書 く人と教 育者の連携,実 験結果の蓄積交換

oマ スコミの変身o総 合衛星通信網の整備

。情報産業 の変 身oフ ァイバー ・オプテ ィクスの整備

1986 1987 1988 1989

回 TheComputerizedSociety

(JamesMarti・ 著)

1gco



ソ フ ト ウ ェ ア

1980年 代 の最大の不確実性は ソフ トウェアの生産性(ク ラフトの打破)
。

塵]・ 熟練プ・グ・・の不足.載 の必要.
・高 度 な機 能 の シ ス テ ム へ の 要 求 ・ セ キ ・ リテ ・,リ ラ イ ア ビ リテ,,サ ー チ,フ 。 イ ア ビ リ テ,,

ポ ー タ ビ リテ ィ,コ ネ ク タ ビ リテ ィ,分 散 処 理 ,デ ー タ管 理 へ の 要 求 。

端 末 と ユ ー ザ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(人 間 心 理 に 適 した シ ス テ ム)の 研 究 。

会 話 型 と分 散 処 理 が80年 代 の 成 長 分 野 。

回 ・ServicesAndSoftwareInformatio
n.

Program-StatisticalReference

Book

Service-1979

・(IBM4300プ ロ セ ッ サ)

・(SpatialDataManagement)

・(Outlookfor1980s)

9-2

・(PrinciplesofDataBaseManae－

ment)

↓

"

づ

4

一

9

0

41

1

'プ
ロ グ ラム

の 作 成

ー

N
N
ー

自動設計

生産性

プライシング

市場

ソフトウェア

のアンバン ド1

リンクの本格f

ソ

フ
、ト

ウ

ェ
ア

11億 ドル
パッケージド45%

要求仕様技術 の向上

デー タベー ス支 援

カスタム ・メ
ー ド55%

33億 ドル

パ ッケー ジド70%

カスタム ・メー ド30%

ヒ ュー リス テ ィ プク

プ ロ グ ラ ム

汎用 プ ログ ラムの

中央 ライブ ラリ

の登場

数学的 な ソフ トウェア

検証 プ ログ ラム

市場動向

ソフトウ

ェアサポー

トセンタ

)パ
亮
爾

グ

ン

ェ
生

ロ

メ

ウ

ジ

粛
貧
ご

加

ら̀ ソフトウェア 工 場 と

ワークシ冒ップの

カスタマイズ ド・場()

ソフトウェア

システ ム ・コス トの

90%カ:ソ フ トウ ェ

アで 占め られ る

(遠 隔診断,保 守)

1980

Eザ 動向
o自 社 開発 コス トの上昇

応 用 例

1981 1982 19熔3 1984

独立パ ッケー ジ,サ プ ライヤの利用増大

1{B5 1986 1987 1988 1989 1990

oマ イ ク・コー ドは メーカに とってシステムの寿命を延ばす手段 で,か つ ユーザの既存 ソフ トウェア投資を保 護。

o人 工知能研究 サーチ ・アルゴ リズム,プ ログラミング技術。

ソ フ トウ ェ アの 可 能 性

oイ ンテ リ ジ ェ ン ト ・ソ フ トウ ェ ア 自己 学 習 プ ロ グ ラ ム

oス ペ ー シ ャ ル ・デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シス テ ム 聴 覚,視 覚,触 角 の イ ン タ ー フ ェ イ ス を コ ン ピ ュ ー タ に 結 合 し,会 話 的 に 交 信 。



通 信 ネ ッ ト ワ ク

需 要

o無 人 地帯(noman`sland)は,今 や50億 ドルの 市場。年率21%の 成長。

o米 国のテレコミュニケーシ 。ン市場(現 在)360億 ドル(地 方電話交換140億 ドル,州 内料金10億 ドル,テ レコム機器40億 ドル,州 際料金110億 ドル)。

o米 国(現 在)端 末は200万 台 以上(汎 用 コン ピュータの3倍 の成長)。

oア ナ ログか らデ ィジタル回路へ。 シングル ・チ 。プ ・コーデ 。クの登場,独 立電子PBX市 場 の萌芽,世 界的 テ レコム下部機構の近代化(不 況に関係 なし)。

oヨ ー ロッパの通信量は1985年 ま での10年 間 に12倍 へ。 うち13,000の 機 関が7億 語/日 を越境送信。

o英 国で既存 ネッ トワークを光 ファイバ ーで置 き替えるには20年,40億 ポ ン ドを要す る。

oブ ラジルまたは発展途上国は,一 足跳 びに最新の衛星通信設備 を設置,80年 代 末 までにヨー ロッパを凌 ぐ可能性 あり。

ー

N
ω
一

新通信サービス＼

技術動向

プレステル

働輪 話(㌶P

衛星通信

SBS12GHZ営 業 開始 ・収 入の実験4,10

Kbps.%は 音声からカストマーフォ弟 ン

Xten営 業 開 始 数 チャンネ

256Kbp6中 企業 以 下 ル

ACS450の 異種 ター ミナル

9.600bps相 互 接 続

子 メッセージ,ド キュメン ト

図 形 情報,デ ィジタル ・データ

データ ・ベース(100種 類),画 像 デー タ

ファク シ ミリ,メ ッセー ジ 電 子送 金,

ホー ムシ ・〉ビン グ 電

強 力 な マイクロ ・プロセッサ,巨 大 データ ・パンク

超 大 容 量 テヤネル,腕 電 話 システム(250万 台

ユーザーのサブネットワーク

可能

蚕議 ・… 盤 穐

ファイバー,

オプティクス

コ ス トの 低 下

(ス ポート・ビーム,1,000回 線25市)(可 能 性)

ハイブリット回 路

カプリンρ モデ」レ』 シ日ン

デ ィクテーシ 。ンの解 決

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990

社会への影響

通信衛星 社会構造を変える。 オ フィスの分散 化。 コン ピュータ ・アーキテクチ ュアの変化(高 周波帯域)。

石油価格上昇の肩すか し。大型 スク リーン ・テ レコンファレンス→ 旅費の節約(ビ ジネス ・トリップの50%代 替)。

政治経済 のスケールが世 界的 に拡大。

情報処理の分散化 とリアル タイム化。

多国籍企業の同時 グローバル通 信が可能。

家庭でのオンライン国民投票(可 能性)。

・Teleco㎜unication回 ・Networks:NoMissingLinks

・CorrmunicationsSate川iteSystems

・(IBM'sGloba・lStrategy)

2

6

7

2

一

ー

ー

一

2

・
2

6

2

1
一1 ・PotentialUsesof'FiberOptics

inArmyFixedFaci

◆OpticalFiberswil

Market

ities2-7-2

stealworld・

2-7-1



デ ー タ ・ べ_ス

1980年1985年199・ 年2… 年以降

IlI

〔デ ー タ ・ペース(乙問 題 点 〕

～ ～

設 計 法 ユー　 一ズ蹴 され　 ぷ 志向から櫟 向のτ 　 スへ→ '三 鷹 換性酬

・マ ネ ジ メ ン トに 直 結 す る

デ ー タ ・ベ ー ス の普 及

パ フ ォ ー マ ン ス の 高 度 化
情報量の増大,情 報に対する認 識 ・データ ・ベース管理機能 に

一

の高まり 最適 化されたコンピュー タの 出現(85～90年)⇒ 熟練技能
,専 門知識に代替

・商 用データ ・ベースの利用拡大 .〉

デ ー タの 重 複 の減 少,効 率 化 ・連 想 プ ロ セ ッサ 応 用 デ ー タ ・ベ ー ス ・マ シ ンに よ る 処 理 能 力 向 上 '≒ 〉

＼ ・・レーシ・ナル ・デー・ ・べ一一 ・シ・に・る処理 の醜 化 〉,
ア ク セ ス ・タ イ ム の 改 善 ・ProbabihtyBasedMatching(第3世 代:単 純 な サ ー チ/マ

ッ チ で は な く確 率 を ペ ー ス)の 普 及

1 ↓ Ψ

ぱ ア ク セ ス ・タ イ ム改 善 の た め ・分 散 デ ー タ ・ペ ー ス ・シ ス テ ム の 普 及 →

1

懸 鷲 噸_)熟 。_。 　_。,
大容量 メモ リの必要性大 ⇒ ・デ ィスク,CCD,磁 気 バブルの階層構造4 -4

に よ る メ モ リに よ る 大 容 量 化 ・Infor㎜tionRetrievaland

人 間〈一〉機 械 データ記述形式の相異 ,LaboratoryDataManagement

イ ンター フェ イス の 人 間 化 '知 的 アクセスのための 「人工 インテリジ
ェンス・システム」の出現(5年 以 内)6_5_1～2

・デ ー タ ・ベ ー ス と直 接 会 話 可能 な シ ス テ ムの 普 及 一 〉 ・知 識 デ ー タ ・ベ ー ス ・Princi
plesofData-Basρ

・専 門 分 野 に お け る 「ゼ ネ ラ ル ・コ ン サ ル テ ィ ン グ ・シ ス ナ ム 」 の普 及M
anagement10-2

・SpacialDataManagement 、Systemの 応 用 ・TheGrowthofDatbanksha一

(デ ー タ ・ベ ー ス の論 点 は 記 憶 容 量,ス ピー ドか ら イ ン タ ーring(HarvardBusinessRev一

セ キ ュ リテ ィ
, フェイスでの聴覚,視 覚,触 覚へ)iew)

プ ラ イ バ シ ー の 保 護 法的,社 会的規制の強化 ・ ∋

・国際間画像通信 の普及⇒ ・国際画像 デー タ ・ベースの構築

応 用 分 野 の 拡 大 法律および図書検索 デー タ ・ベースの普及 → ・画像データ ・ベースの普 及

テレ。クス,ビ ュー ・デー タの普及 〉 ・米国標準 との相異 に よる影響大

,

・デ ー タ ・ベ ー ス ・サ ー ビ ス 市 壕]0億 ドル 以 上 に(1983)

1



プ ラ イ バ シ

定 義

取 扱 い 原 則

保 護 の 必 要 性

態 度

保 護 措 置

侵 略 者

個 人 また は組織 が 自己 につ い て の情 報 を いつ,い か に,ど の程 度 伝 達 して

よいかを 決め る権 利

o人 種,思 想,宗 教,病 歴,犯 罪 歴,離 婚 歴,学 歴 等の 守秘 義務(当 事 者)

o再 構 築可能,監 査 可能,タ ンパ ー ・プルー フ,ユ ー ザ 識別 可 能,モ ニ タ

可 能(第 三 者)

o米 国民 の過 半数 は コ ン ピュー タの 使用 を 脅威 と感 じて いる。

oデ ー タ ・バ ンク を大量 に使 用 す る。

o国 際 間の デ ー タ通 信 が増 大 す る。

o電 話 の 盗聴,電 子 郵便 の 開封,銀 行 の 個人 記 録 の漏 え い。

o政 府 は 個 人の 行動 を 知 りつ くして い る と憂慮 して い る。

・個人 情報 の乱 用,誤 用 へ の 危惧 が高 まっ てい る。

oプ ライ バ シー 保 護 の ため の 立法措 置 を希求 して い る。

o法 で拘 束 しす ぎる と,社 会 の発展 を阻 害す る恐 れ が あ る。

oプ ライバ シーの 権利 は 基本 的権 利 と考 え て い る。

0174連 邦 プラ イバ シー法 制 定,176プ ライバ シー 保護 調 査 委 員会 設

置

0173以 来8ケ 国 でデ ー タ保護法 が実 施

o国 際条 約 の 草案 作成 中(EC,OECD)

oデ ー タ保護 当局 の設 置,苦 情 処 理委 員,法 廷 で の裁 定

o暗 号 装 置,指 紋 ・声紋 識 別,キ ー ・カー ド類,パ ス ・ワー ド等

o(公 共)国 税 庁,CIA,FBI,政 府 の福 祉機 関,国 勢 調 査 局

o(民 間)金 融機 関,ク レジッ ト ・ビュー ロー,保 険 会 社,ク レ ジッ ト ・

カー ト㍉ マ ス コ ミ

(注)プ ライバ シ ー集 約産 業 と して は 上記 侵 略者 の他 に,医 療機 関,電

話 会 社等 が あ る。'

囲 ・TheDimensionsofPrivacyろ 一2

'SurveyofNationalDataProtectionLegislation6-4

・TransborderDataFlowBarrier85-2-7

一25一



ー

N
Φ
ー

法

制

1980年

情 報 と 通 信

デ タ 保 護

米 国

・通信業者の情報処理分野進出規制の緩和

・第3諸 国拾頭に よる2000年

までの電波周波数配分に係る米国指導力の減退

・プライバ シー侵害危惧か ら来 るコンピ
コ一 夕使用制限

要求の高 まり(… 一・この要求に対する対応策は?)

・越境 データ保護 の国際調 整に係 る協 力に よる情報交流

の発展

, .

法 制

985年

1

1990年

1

2000年 以 降

1
～ ～

米 国

制の緩和 ・情報処理市場の完全開放(完 全競争の確立) →

・

国指導力の減退 ・

・米国 「1934年 通 信法」 の消滅

一 一 ー ー ー 一_ 一〉

コ ン ピ ュー タ使 用 制 限

対する対応策は?)

る協力による情報交流

国
'Senate

,HouseProposal for

NewCommunications Act

5-2-1

●SurveyofNational
Data

ProtecionLegislation

6-4

・TransborderData
Flow

5-2-7

・AMatrixAnalysisof

IndustrialReaction to

PendingRevisionof the

Co㎜unicationsAct

8-2-2-2

・(TheDimensionsof Privacy)

5-2

・(ThePostalService and

ElectronicMessage Systems)

5-2-6-2
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1

皿.用 語 解 説

ア ～ オ

アーキテクチャ・チューニング機 構

後戻 り機 能

エ ミ ュ レ ー シ ョ ン

(emulation)

オ フ ィ ス ・オー トメー シ ョン

(OfficeAutomation)

カ ～ コ

化合物半導体

関 係 代 数

(relationalalgebra)

命 令 レベル での 動 作状態 を も とに問題 に適応 した 命 令 を 自動 的

に生 成 し,自 動 的 に効 率 向 上 を図 る機 構。

バ ッ ク トラ ック 機 能 に 同 じ → バ ッ ク ト ラ ッキ ン グ
。

1つ 計 算 機 シ ス テ ム で,別 の 計 算 機 シス テ ムの 動 作 を シ ミ ュ レ

ー トす る こ と
。 通 常 マ イ ク ロプ ロ グ ラ ミ ン グ な ど で 実 現 す る 。

コ ン ピ ュー タが オ フ ィ ス ・シ ス テ ム の 中 心 的 資 源 の ユ つ と して

駆 使 さ れ る 近 代 的 事 務 処 理 の 分 野 。 オ フ ィ ス ・オ ー ト メー シ ョ'

ン の 主 な ね ら い は ホ ワ イ トカ ラ ーの 生 産 性 向 上 で あ り ,そ の た

め に 期 待 さ れ る 機 能 は,文 書 の 作成 ・伝 送,デ ー タ ベ ー ス 作 成,

情報検索,機 械翻訳か ら経 営管理 までを含 む広範囲 なもので あ

る 。 オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム の 構 成 は,パ ー ソ

ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ と コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー を デ ー タ 通 信 に

よ り 結 ん だ コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 に な る と 予 想 さ れ

る 。

半 導 体 の基 材 と して化合 物 を 使用 す る もの。 化合 物 の 中 で,シ

リコン より も電 荷担 体 の 易 動度 の太 きkガ リウム砒 素(GaAs)

な どの 基材 は 高速 動 作に 適 して お り,ま た独 特 の ガ ン効果 な ど

を論 理 動 作に 適 用す る こ と も考 え られ る。

関 係 代 数 は,リ レー シ ョ ン を 集 合 と 考 え た 時 の,リ レー シ ョン

に対 す る 高 水 準 な演 算 で あ る。 関 係 代 数 と して は,従 来 の 集 合

演 算(union,intersection,difference,cartesian,product)

に 加 え て,リ レ ー シ ョ ナ ル モ デ ル に 特 有 な 演 算selection ,

projection,join,divisionが あ る。 関 係 代 数 を 用veて ユ ー

ザ の 必 要 とす る デ ー タ を 完 全 に 記 述 で き る。

一28一



関 数 型 プ ロ グ ラ ミ ン グ

(functionalprogramming)

機 械 翻 訳

(【nachinetranslation)

記 号 処 理 言 語

(symbolmanipulation

languape)

記 号論 理 学

(symboliclogic)

命題 論理

述語論理

第1階 の述語論理

第2階 の述語論理

プ ログ ラム各 部 分 の 作用 が,〈 他 の部分 か ら与 え られ た値 に変

換 を加 え て 新 しい値 を導 き,そ れ を別 の 部 分 に 明示 的 な 形 で 引

渡 す 〉 とい うこ とだ け に厳 密 に限 定 され てい る よ うにす る プ ロ

グ ラム の 作 り方。

機 械 に よ って,あ る言 語 で書 か れ た文章 を 他 の言 語 に 自動 的 に

変 換 す る こ と。

文 字 列,リ ス ト,木 構 造,数 式 な どを 取 扱 う 目 的 で 設 計 され た

プ ロ グ ラ ム 言 語 の 総 称 。 主 な もの に 次 の もの が あ る。

(1)リ ス ト処 理 言 語IPL-V,正LISP1.5,Inter--

LISP等

(2)ス ト リン グ処 理 言 語COMIT,・SNOBOL等

(3)数 式 処 理 言 語FORMAC,formula'ALGOL,

MATHLAB,REDUCE.MACSYMA

等

論 理 的 な推 論 やそ れ に 関連 した諸法 則 を数学 的 な記 号 法 を 用 い

て 研 究す る数学,あ る い は論 理 学 の一 分野 で あっ て,数 理 論 理

学(mathematicallogic)な ど ともい われ るっG.Booleに

よる いわ ゆ る プー ル代数 が,計 算 機 の 論 理 設計 に役 立 っ てい る

こ とは 周知 で あ るが,そ れ 以 外 に も記 号論 理 学 の応 用 面 は,最

近 ます ます 拡 大 しつ つ あ る。

記 号論 理 の うちで,特 に命 題 結合,E己号 と よば れ る5つ の論 理 記

号 く.∨,→,・ 一,一 だ け に着 目 して 研 究す る範 囲 を命題 論 理

(propositionallogic)と よび,そ れ に 対 してVとveう 全称 記

号 お よび ヨとい う存 在 記号 を も含 めて 考 え る一 般 の場 合 を述 語

論 理(predicatelogic)と よぶ。

普 通 の述 語 論理 に お い ては,限 定 作用 素 に 用 い られ る束 縛 変数

は す べ て対 象変 数 に限 られ て いる。 そ の 意 味 で.音 通 の 述 語論

理 を第1階 の 述語 論 理(predicatelogieoffirstorder)と

よぶ。 そ れ に対 して,述 語変 数Pを 用L(たVPお よび ヨPとve

う形 の 限定 作用 素 を も含 め て考 え る述 語 論理 を第2階 の 述語 論
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機 能 素 子

(functionaldevice)

機 能 分 散 型 計 算機

(DistributedFunc-

tion(bmputerSystem)

QBE

(QuerybyExample)

経 過 依 存 性

(historysensitivity)

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ

(computerarchitecture)

理(predicatelogieofsecondorder)と よ ぶ 。

論理,記 憶 な どの機 能 を持 つ単 一 素子。 磁 気 バ ブル,CCDな ど

を 指す。

次の いずれ か を示 す。

④'機 能 分散 型計 算機 シス テ ム:計 算 機 システ ムその もの を機 能

分 散 によ り構 築 する。 計 算 処 理,入 出力 処 理,通 信 制 御 な どの

諸機 能 を,そ れ ぞれ 専 門 の 装 置 あるい は プ ロセ ッサ に分 散 して

性 能 や信 頼性 を上 げ る。

⑭ 機能 分散 型 デー タ処 理 システ ム:デ ー タ処 理 を い くつ かの 段

階 に 分割 し,そ れぞ れ を階 層 的,あ る いは 平 面的 に配 置 した複

数 台の 計 算機 に分 担 さ せ る シス テ ム。

⑭ は,配 置 され る計 算 機 シス テ ムの地 理 的 条 件 に よ り,・ 一 カル

ネ ッ トワ ー ク型,グ ・一バ ル ・ネ ッ トワ ーク 型 の2種 に分 け られ

るo

QuerybyExampleの 略 。IBMのZloo1,M.Mに よ っ て 開 発

さ れ た リ レ・一 シ ョナ ル ・デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ムの ユ ー ザ ・イ ン

タ ー フ ェー ス で あ る。 従 来 の リレ ー シ ョ ナ ル 言 語 が1次 元 的 な の

と比 して,ユ ー ザ に 対 し て2次 元 言 語 を 提 供 し てveる 。 問 合 せ は

2次 元 表 示 さ れ た リレー シ ョ ン ・テ ー ブ ル へ 例(example)を 示

す こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る。

あ る プ ログ ラ ムが,メ モ リに よ って,後 に動 く他 の プ ログ ラムの

挙 動 に 影響 を.与え る こ とが で きる こと。 関数 型言 語 が,こ の経 過

依 存性 とどの よ うに取 り組 ん で い くか は今 後 の 重 要 な課題 であ る。

「プ ログ ラマか ら見た シス テ ムの属 性,す な わ ち,デ ー タの 流 れ

や制 御 の構 造,論 理 設 計 お よ び物 理 的 実 現 方 法 とは 別 の概 念的 構

造 お よび機 能的 動 作」G.M.A皿dahl等 。

計 算機 アー キテ ク チ ャに は 狭 義,広 義 の と らえ 方が あ る。

狭義:機 械語 プ ・グ ラ マ,コ ンパ イ ラあ る い は オ ペ レー テ ィング
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計 算 機 アーキテクチャ の 分 類

・Flynn ,M,Jの 分i類

シ ス テ ム 作成 者 か ら 見た ハ ー ド ウ ェア の 論 理 仕 様 。

広 義 ハ ー ドウ ェア な ら び に ソ フ ト ウ ェア に 関 す る 基 本 設 計 。

こ の 分 類 法 は,同 時 に 作 動 す る命 令 ス ト リー ム と デ ー タ ス ト リ

ー ム の 数 に よ っ て ア ー キ テ ク チ ャ を 分 類 し よ う とす る も の。 ア

ト

ー キテクチャはSISD,MISD,S㎜,MIMD,の4
.つ に 大 別 で き る。

データ処理方式 分 類 例

従来の タイプ SISD(単 一 命 令

単 一 デ ー タ

ス トリーム)

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ INTEL8086,DECLSI/'11,ZILDG
Z80

ミ ニ コ ン ピ ユ ー9タ
DECPDP8,HP1000,DataGenerel
Eclipse

汎 用 コ ン ピュ ー タ IBM370/]38148,UNIVAC§/90-60,70.

MISD(複 数 命令

単一データ
ストリーム)

大 型 パイプラインシステム CDCStaらIBM360/195,Aロxlah1V780

並列 プロセッサ

連想 プロセンサ

SIMD(単 一命 令

複 数デー タ
ス トリーム)

連想 プロセサ INTEL皿P,C脳GOO㎜ 凪S㎜ ぷ

並列プ ロセサ BurroughsIIＬLIAqV,BSP,(MENSCPI

MAP300

その他 S㏄PEPE

多重 プロセッサ
ー.

ア一 夕 フ ロー プ ロ

セ ッサ

MIMD(複 数命令
複数データ
ストリーム)

汎 用 コ ン ピュ ー タ rBM370/158,168,UNIVACllOO

ミニ コ ン ピュ ー タ 及 び

多 重 マ イクロプロセサ

CMVP,Carnegie-Mellon実 験 シス デ ム

Pluribus,FunctionalF6400

デ 一 夕 フ ロ ブ ロ セ サ

レ

'Berkling
,K.の 分 類 オペレータとオペランドの 結 合 形 式 に もと つ い たKBerklingに よ

る分 類

1)現 行 方 式 オペレータ側にオペ ラン ドを指定するア ドレスが

付いていてそこか ら実行に必要 なオペ ラン ドが取
A

出されて くるもの

2)デ ー タ フ ロ ー 方 式 オペ ラン ド側にそれ に組合 されるオペ レータの ア

ドレスが付いているもの

3)リ ング状分散方式 Lambda計 算 やLispに み ら れ る もの

4)ツ リー状分 散方式 CurryCombinatorsやReduction言 語 に

み られ る も のexBerklingのReduetion

≡ ≡五 『
口 回ロ

▼
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形 式 系

(formalSyst'em)

形 式 言 語

(formallanguage)

検 証

(verification)

高 級 言 語 マ シ ン

(Highl.evelL・nguag・

Machine)

構 造 的 プログラミング

(StructuredProgramming

コ ン ピ ュー タ ・不 ッ トワ ー ク

(ComputerNetwork)

サ ～ ソ

数 学 的 理論 を厳密 に記 述 す るた めに 形 式論理(特 に一 階 の 述語

論 理)に 基 づ い て形 式化 した体 系。 理論 を形 式 化 す るた め に,

理 論 を表現 す る言 語 の構 文 の規 定 に加 えて,公 理 及 びそ の理 論

で 何 が定 理 で あ るか を 定 め る推 論 規 則(rulesofinference)

を与え る。

厳 密 に 定 義 さ れ た 人 工 語 。 主 と し て 言 語 学,論 理,プ ・ グ ラ ミン

ン グ な どの た め の 語 法 を形 式 化 し て 記 述 した も の(形 式 系)。

プ ・ グ ラ ム言 語 で はAI、GOL6SZfな ど が そ の 代 表 例 で ,こ の 場

合 文 法 はBNF(BackusNormalR)rm)で 書 か れ て い る。

プ ロ グ ラ ム が 与 え られ た 仕 様 に 対 して 正'し く 作 られ て い る か 否

か を 確 か め る こ と。 手 法 と し て,プ ロ グ ラム の 正 当 性 の 概 念 に'

も と づ,AたFloydに よ る 帰 納 的 表 明 法(inductiveassertion

method)が 最 も一 般 化 して い る。

プ ・ク ラム言語 に近 い 高 機 能 を有 する機 械 語 命 令 を持 つ ,あ る

いは,プ ロ グ ラム言 語 を直接 実 行 す る計 算機 。

現 在 の一 般 的計 算機 に おけ る セ マン テ ィ ック ・ギ ャ ップの もた

らす マイ ナ ス面 を解決 す る方 策 の1つ で あ り,特 に機 能 分散 型

シス テ ムの 構 成 要 素 と して,あ るい は パ ー ソナル ・コ ン ピ ュー

タ と しての発 展 が 期 待 され る。

信 頼 で きる プ ログ ラム 作成法 の1つ 。 具 体 的手 段 は,段 階的 洗

練(下 降法)と 制御 構 造 を規 制 す る こ と であ る と して いる。

そ れ ぞ れ 独 立 し た 機 能 を も つ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム が ネ ッ ト

ワー ク に よ り結 合 され,お 互 い に そ の 資 源(ハ ー ドウ エア,ソ

フ トウ エア お よび デ ー タ)を 共 用 し合 う こ との で き る よ うな シ

ス ア ムO
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CAD・

(ComputerAidedI]lesign) .

CAM

(ComputerAided

Mhnufacturing)

om)

(ChargeCoupledDevice)

GaAs

SystemA

C㎝P・ …Ai .d・d(Assi…d)be・ig・ 醜 ・ 設 計 者 が 高 度 の マ ン

マ シ ン ・ ン ・ フ'・ 一 ス・(野 な∴ど)媒 体 と し 桧 話 形 式 で 計

算 機 を 使vekがb,'設 計(design)を 遂 行 して い く方 法。

C・mP・…A・d・dMa・Ufacぱi・gの 略..計 鱗 鋤 け を紗 て

製 造業 務 を 行 お う とす る こ とで あ り,製 造 作業 ・工程 の計 画 ・

制 御 ・管理 や生 産管 理 な どの ア プ リケ ー シ ョンを対 象 と してい

る。 究 極 的 には これ らの サ ブ シス テ ムを統 合 して 製造 業 務 の総

合 的 な シス テ ム化 ・自動化 を図 ろ うとす る も ので あ り,CAD

と対 を なす もの で ある。

ChargeCoup}ed住vice→ 電 荷 結 合 素 子

ガ リウ ム砒 素 →化 合物 半 導 体。

・1qgO年 代 の計 算 機 シス テ ムの イ メー ジ に対 して 与え られ

た呼 称

systemAの 機 能 構 成 図

、

東

○:パ ーソナルコン

ピュータ

パーソナルコンピュー タ
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質 問 応 答 シ ス テ ム

(questiOnanSwering

system)

集 積 回 路

(IntegratedCircuit)

磁 気 バ ブ ル

(bubble)

JJ

常 識 を持 った コ ン ピ ュー

タ ・ シス テ ム

ジ ョセブソン 接 合 素 子

(JosephsonJunction)

syst㎝Avak・ け る パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ の 能 力 は,現 在

の 大 型 コ ン ピ ュー タ並 み を 想 定 して い る。 各 レ ベ ル の 機 能 地 速

度 比,容 量 比)は お よそ,

レベ ル1:レ ベ ル2:レ ベ ル3ニ1:100:1000

程 度 と考 え られ る。

情 報 検 索 の一 分野 で,`一 般 に は 自然 言 語 で行 われ る 質問 に対 し

て1事 実 を 略 す る シス テ ム∈ う・S・ …x・n・1y・i・ ・S・m-

anticanalysisの2段 階 が 必 要 で あ る が,推 論 過 程 を 組 み込

む こ と も あ る。 人 工 知 能 と 関連 して 種 々 の 実 験 シ ス テ ムカ『開 発

さ れ てveる 。QAsystenと 略 す 。

多 くの 回路 素子 が1つ の基 板(チ ップ)上 また は 基 板 内 に 分離.

不 能 の 状 態 で結 合 され て い る 超 小形 構 造 の 回路。

集 積 度 に よbIC,LSI,VLSIに 分 け られ る。

IC(1♂ 素 子),LSI(104素 子),VLSI(106素 子)

強磁 性 体 結 晶 の薄 膜 に磁 界 を加 え た と きに生 じる微 小 な 円筒 磁

区。 本 質 的 に シ フ ト ・レ ジス タの 形態 を と り,高 集 積 度 の 記 憶

装 置 と して有 望 視 され て い る。

JosephsonJunctionの 略 → ジ ョ セ フ ソ ン 接 合 素 子 。

指 示 され なか った事項 につ い て は,知 識 ベ ー スの 中か ら適 当 に

関 連項 目を引 出 して 自 らそ の 動 きを 常 識的 に判 断す る機構 を備

え た コン ピュー タ ・シス テ ムo'

ジ ョセ ブ ソ ン 接 合 を基 礎 とす る,極 低 温(数 度K)vak・ け る 超

電 導 を利 用 した素 子。 ジ ョセ フ ソ ン接 合 とは,二 つ の 超 電 導金

属 の膜(厚 さ 数 百nm)がreve絶 縁 膜(厚 さ1～3nm)を 鋏

ん だ構 造 の こ とで ある。 ジ ョセ フソ ン ・デバ イ スの特 徴 と して

は,① 極 低温動 作 ② 高速 ス イ ッチ ン グ ③ 低 消費 電 力 が あ げ
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人 工 知 能

(artificialintelligence)

推 論

(inference)

ス ー パ ー ・プ ログ ラ ム

製 品 ライフ ・サイクル

セ マ ン テ ィ ッ ク'ギ ヤ ツプ

(SemanticCねP)

られ,将 来 の 素 子 と して期 待 され てい る。

図 形 認識,学 習 過程,環 境 適 応,発 見過程,推 論 過 程 な ど人 間

の 知 的活 動 を機 械 系 に よっ て実現 す る こ と。

・ 外 界 と相互 作 用 をせ ず に,い くつ か の 固定 した 推論 規 則の

集 合 を用 いて,明 示的 な論 理 式 を もつ 初 期 の集 合 か ら暗黙 的

な事 実 を 引 出す プ ロセス。

・ 問題 解 決の 過 程 は 操 作 と しての 面か ら見 る と,広 義 の推論

と考 え られ る。 ま た推 論 と計 算(c㎝putation)は 本 質的 に

同 一で あ る こ とが,数 理 論 理 学 の成 果 か ら明 らか に されて い

る。 この 時,推 論 機 関(1・f・ ・enc・E・gine)は,知 識 ベ ー

ス(KnowledeBase)と と もに 問題 解 決 シス テ ムの基 本構 成 、

要 素 で あ る と考 え られ る。

リク ワ イ ア メ ン ツ(要 求)を 入 力 す る と.ソ フ ト ウ ェア ・パ ッ

ケ ー ジが 生 成 さ れ る よ うな プ ・ グ ラ ム 作成 法 。SRI提 唱 。

製 品 に対 す る社会 的要 求 が 発生 し,計 画 が 立 て られ,設 計,実

現,テ ス トを経 て発 売 され,故 障 修 理 ・保 守 ・改 善 が 行 われ る

比 較 的 長 い 時期 を経 て,新 製品 に置 きか え られ る ま で。 最近 ソ

フ トウ エア ・ライ フサ イクル 管 理 技術 に関 す る研 究 が進 ん で い

る。

・解 くべ き問 題 を 記 述 す る 高 レ ベ ル 言 語 の 概 念 と計 算 機 ア ー キ

テ ク チ ャの 概 念 と の 間 に存 在 す る 相 違 。

・High-LevelLanguageと(ISP)architectureと の 相 違。

・SemanticGapに よ り生 じ る 問 題 点 。

① ソ フ トウ エア の 信 頼 性 が 保 障 で き な い。

② プ ロ グ ラ ム サ イ ズ が 大 き く な る。

③ コ ン パ イ ラ が 複 雑 に な る。

④ 言 語 自 身 が 歪 め られ る。

⑤ 処 理 効 率 が 悪 く な る。
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セ ル ラ シ ス テ ム

(cellUlarsystan)

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学

(softwareengineering)

タ ～ ト

ダ ー テ ィ ・ワ ー ク 離 れ

単 一 レ ベ ル 記 憶 機 構

(onelevelstore)

知 識

(Kriowledge)

知 識 工 学

(KnowldgeEngineering)

同 一 の基 本構 造 を持 つ装 置(セ ル)を 多数 個 規 則 的 に結 合 し,

全 体 と して一 つ の機 能 を果 た す よ うに した シス テ ム。

・ ソフ トウ
.エアの 開 発技 術 に 関す る工 学 で あ り,ソ フ トウ エ

アの 生 産性 の 向上 のた め に以 下 の 問題 に取 組ん で い る。

(1)ソ フ トウ ェア の 開発 の効 率化

(2)ソ ラ トウ ェアの 信頼 性 の 向 上

(3)ソ フ トウ ェアの 保 守 と運 用 の 効率 化

・ プ ログ ラムとそ れ に 関連 す る ドキ ュ メンテ ー シ ョンの 設計

作成,検 査,運 用,保 守 に関 して,科 学 的 基 盤 に立 脚 した 実

用 的 な 方法 を適 用 す る こ と。

ブ ル ーカ ラーと ホ ワイ トカ ラーの 区 別 の稀 薄 化現 象。

単 純 作業 の 自動 化,製 品 の 知 識 集約 ヒ,サ ー ビス業 の 知識 集 約

化 な どが,セ ン サベ ース技 術,埋 込 み機 器技 術,デ ー タ ベ ー ス

技 術等 の応用 に より推進 され,こ の現 象を 加速 化 させ る。

主 記憶 装 置 だけ で な く大 容 量 フ ァ イル記 憶 レベ ルま で を含 め た

仮想 化 を ・＼一 ドウ ェア ・レ ベル で 可能 と した 記憶 機 構。

非 手続 き的 に表現 され た 「意 味 の等 価 関係 を表 わ す 情 報」 と,

同 じ表 現形 式 で表 わ され た 「事 実 に関 す る一 般 情 報 」 を合 わ せ

て知 識 と呼 ぶ。

非 手続 き的 に 表現 され た 問題 を,同 義 異 形 式 に変 換 す る(こ れ

を意 味処 理 とい う)際 に は,知 識 も計 算機 内 に貯 え られ る よ う

に して お くのが,新 しい意 味 表 現 の 付 加が 容 易 に な るな どの 点

で望 ま しい。

人 間 の 思考 の メ カ ニ ズ ム 自身 を研 究す る た め には,い ろ い ろ な

知識 が どの よ うに使 われ るか を研 究 す る必 要 が あ る。 しか る後

に 人間 の もつ知 識 を 旨 く組 織 化 して計 算機 上 に実現 す る方法 の

研 究 が 重要 な課 題 とな る。 この 分 野 の研 究 に対 しス タ ン フ ォー

一36一



知 識 ベ ー ス

(KnowledgeBase)

抽 象 化

(abstraction)

抽 象 デ ー タ 型

(abstractdatatype)

デ ー タ フ ロ ー グ ラ フ

(DataFlowGraph)

デ ー タ フ ロ ー 計 算 機

(DataFlowComputer)

デ ー タ フ ロ ー 言 語

(DataFlowLanguage)

ド大 学 のFeigenba皿,E.A.は 知 識 工 学 とい う 名 称 を 与 え た。

人 間 の有す る知識 に相 当 す る情 報 の 組識 化 され た集 ま り。 デ ー

タベ ー ス ど異 な り,そ の 情報 は単 なる 個別 的 事 実の 集 合 に とど

ま らず,一 般 的 な知 識(概 念)や,知 識 の利 用 に 関 する 知識 な

どを含 む。 推 論 シス テ ム と と もに将 来 の情 報 処 理 シス テ ムの 重

要 な 構成 要 素 の1つ と 見 な され,知 識 の 表現,獲 得,$iJ用 等 が

研 究 され て い る。

必 要 な細 部 を表 現 で き,不 必 要 な細 部 を除 去 で きる メ カニズ ム。

デ ー タの 抽 象化 を定 義 す る と同時 に,そ の デー タに 対す る抽 象

化 され た操 作 も定 義す る。 す なわ ち,デ ー タを そ の操 作を1組

み と し,そ の組 に つい て の抽 象化 を行 お うとす る もの。

・ デ ー タ フ ・ 一 グ ラ フ は デ ー タ依 存 性 の 観 点 か ら プ ロ グ ラ ム

内 の オ ペ レー シ ョン を互 い に 関 係 づ け た もの で あ る。 これ が

デ ー タ フ ・一 言 語 の 原 則 ① に 従 って 実 行 さ れ る こ と に な る た

め,デ ー タ フ ・ 一 マ シ ンは プ ロ グ ラ ム 内 部 で の 並 列 処 理 の 可

能 性 が 最 高 限 度 ま で 追 求 で き る こ と に な る。

デ ー タ フ ・一言 語 を機 械 語 とす る計算 機 の こ と。

・ デ ー タ フ ロ ー言 語 とは 次 の よ う な 原 則 に 従 っ て い る 言 語 の

こ とで あ る。

① 各 オ ペ レー シ ・ン の 実 行 が,そ れ に 必 要 な オ ペ ラ ン ドが

全 部 揃 っ た 時,し か もそ の 時 に 限 っ て 行 わ れ る。(デ ー タ

駆 動 型)

② 各 オ ペ レ ー シ 。 ン は 関 数 形 式 に な って い て,副 作 用 を も

つ こ と が なvao

・ デ ー タ フ ロ ー言 語 に は ,い ろ い ろ の 水 準 の も の が あ り うる

が,最 も 基 本 的 な も の は ペ ト リ ネ ッ トに 基 礎 を 置 くデ ー タ フ

ロ ー グ ラ フで あ る。
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ぐ

'

電 荷 結 合 素 子

(ChargeCoupledDevice)

動 的 適 応 型 オペ レーテ ィング・

シスアム

(dynamicadaptive

operatingsyStem)

閉 じた 世 界 の 仮 定

(cIosedworldassumption)

奴 隷 ロ ボ ッ ト ・シ ス テ ム

ナ ～ ノ

ノ イ マ ン 型 コ ン ピ ュー タ

(・ ・ngNeumann(fomputer)

電 界 効 果 を利 用 して 情報 を電 荷 の 形 で記 憶 し,動 的 送 リ レジス

タの 働 きをす る機 能 素子。 トラン ジス タ に比 べ 製造 が 容 易で あ

り,集 積 密度 も高い。CCDと 略 す。

そ の 時 の 動 作 状 態(例 え ば 負 荷 など)を 元 に して,目 的 に対 し

て 最 適 な 構 造 を 予 測 し,シ ス テ ム ・パ ラ メー タ を 最 適 にす る こ

とが で き る オ ペ レ ・一 テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 。

リ レー シ ョ ナ ル モ デ ル を 述 語 論 理 で 表 わ そ う とす る と,デ ー タ

ベ ー ス は 論 理 式 の 集 合 と考 え られ る。 デ ー タ ベ ー ス の 基 本 リレ

ー シ ョン 内 の あ る 組 が 未 定 義 値 を もつ 時
,こ の 解 釈 と して2つ

あ る。 こ の 未 定 義 値 を もつ 組 に 対 応 す る 原 子 論 理 式 の 真 理 値 を

常 に,

falseと 解 釈す る もの が,'closedworldinterpretationと 呼 ば れ,

unknownと 解 釈 す る もの が,openworldinterpretatimと 呼 ばれ る 。

各 種 の セン サを 備え,生 物 に近 い計 測 ・制 御 ・運 動機 能 を有 し

人 間 の 助 手 と して の 作業 に 従 事 す る ロボ ッ ト ・シス テ ム。

そ の構 成 がvonNeuwa㎜ らの コ ン ビ・一 夕設計 に準 じて お り,

次に示 す性格 を 有す る コン ピュー タ。

① プ ・ グ ラム記憶 方式 で あ る。

② 次処理 が基 本 で,そ の制 御 装 置 を1つ もつ。

③ 線 形 ア ドレス を もつ1つ の メモ リを もつ。

④ 命 令 語 とデー タ語 を定 義 して い る が,

(a)命 令 語 には オペ ラン ドの 存 在 を示 す ア ドレス を もつ

(b)デ ー タ処 理 の制 御 権 は 命 令 語 が もつ

(c)命 令 語 とデ ー タ語 の メモ リ内 で の区 別 は峻 味 で あ る。

(d)デ ー タ 自身 の種 別 もな く曖 昧 で あ る

な ど両 者 を明 確 に区 別 してい る 面 と峻 味 な 面が ある。

⑤ ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ エアの役 割 を 区 別 してい る が,ハ

ー ドウ エア論理 構 造 は 固 定 され て い る
。
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ハ ～ ホ

バ ック ト ラ ッ キ ン グ

(backtracking)

発 見的手 続 き

発 見 的 プ ロ グ ラ ム

(hellristicprogran)

パ イ プ ラ イ ン 処 理 方 式

(pipeline)

パ タ ー ン 認 識

(patternrecognition)

光 フ ァ イ バ ー

(opticalfiber)

⑥ 決 定性 論 理 構 造 あ るい は決 定性 プ ログ ラ ミン グを 前提 とす

る。

木 の探 索 の 途 中 で,行 き づま りの 枝 か らい ったん 退 いて,別 の

分 岐の 枝 を た どる こ とを さす。 あるい は,そ の よ うな処 理を 含

む手 続 き全 体,す なわ ち 「系統 的 試 行 錯 誤」 の意 味 に も使わ れ

て い るo

手 続 き(ア ル ゴ リズ ム)が 存 在 して も解 を求 める ま でに膨大 な

時 間 と費 用 を必 要 と した り,あ る い は解 を得 るた めの明 確 な手

続 きが 存 在 しない よ うな問 題 に 対 して は 「多 分 正 しい と思 わ れ

る」 情 報 を集 め な が ら問題 を解 いて ゆ く,あ る種 の手続 きを 導

入す る,,こ の手 続 きを発 見的手 続 きとい う。 発 見的手 続 きは 解

が求 ま る こ と,あ る いは 求 め られ た 解 が 最 良の もの で あ る こ と

を 必 ず し も保 障 しな い。

発 見的 手続 き を 用い る プ ・グ ラム。

連 続 した デ ー タス ト リー ム中の そ れ ぞ れの デー タに対 して,複

数 個 の 命 令 処理 をほ どこすMISD(複 数 命 令,単 一 デ ー タス ト

・一・)に 相当す る拭 入力デー タは一次元的《葬次与 えら

れ,し か も処理過程が独立 してお らず,継 続 的に連続 している。

機 械 に よる パ ター ンの認 識,外 界 に 現 われ た 事 象 の判 別認 知 の

問題 で,こ の入 力 パ ター ンか ら,観 測,規 格 化,パ ラ メー タ抽

出,学 習,決 定 な どの 諸 問題 を含 む もの で あ る。 具体 的 には 文

字 や図 形,音 声の 識 別認 知 の 問 題 が よ く議 論 され.こ れ らの認

識 装置(手 書 き文 字 読 取装 置 や 音 声 認 識装 置)は 計 算機 と結 び

つけ られ る と,よ り高 度 の 応用 面 を 開 くもの で ある。

低 損 失 の ガ ラス細 管 を通 して,光 の伝 送 を行 う伝送路 。
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光 フ ァ イ バ は,し な や か で か つ 強 くて 軽 く,更 に,高 速 の 信 号

を 送れ る特性(広 帯域 性)を 持 ってい る こ と,誘 電 体 なの で電

磁 誘導 雑 音 を全 く受 け ない な どの優 れ た性 質 が あ る。
ぐ

非 ノ イ マ ン機 能 ノ イ マ ン型 コン ピ ュー タの 持 つ 性格 に対 す る改 良 の試 み と しで

提 案 され る新 しい機 能 の総 称。

1・

■

ノイマン型 コンピュータの 性 格 非 ノイマン機能の例

,

(1)プ ログ ラム記憶方式 (将 来 とも変 わ らず)

② 逐次処理 並列処理,連 想処理

㈹ 線型ア ドレス記憶 鶏裂 羅 芦 スタック連想記憶

(4)命 令 とデ ー タ タ グ,ゼ ロ ア ドレ ス 方 式

(5)ハ ー ドウエ ア と ソフ トウ エア 高級言語直接実行計算機,特 殊専用計算機

⑥ 決定 性論理お よびプログ 非決定性論理(確 率機械など)
ラ ミ ン グ バ ック トラ ック機能 学習機構 問題適応

型計算機

FLOPS FloatingOperationsPerSecondの 略 。

プ ロ ト コ ル 通 信規 約。 複数 の プ ロ セ ス間 で授 受 され るデ ー タの 形 や 授 受 の

(protocol) タ イ ミン グな どに 関 して 定 め られた 約 束 事 の集 合。

コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ソ ト ワ ー ク に お け る 用 語 。

マ ～ モ

マル チ プ ロセ ンサ ・シス テ ム 2台 以 上 の プ ロセ ンサが論 理 的,物 理 的 に 結合 され,1つ の 目

(multi-prOcessorSystem) 的 に 向け て 有機 的 に 統合,制 御 され る シス テ ム。

」

マルチ メデ ィア 端 末 文 字,音 声,図 形,画 像 な ど多 種類 の 入 出力 媒体 を扱 うこ とが

可 能 な端 末。

MIPS ⊥06(Mega)InstructionsPerSecondの 略 。

ヤ ～ ヨ

{
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ユ ニバ ーサ ル ホス トプ ロセ ッサ

(UniversalHOstProcessor)

要 求 仕 様

(requirementsspecifica-

tion)

ラ～ ロ

LISP

固 定 し たISP(Instrtict'ionSetProcessor)ア ー キ テ ク チ ャ

を 持 た な い 汎 用 マ イ ク ゴ プ ロ グ ラ ム ・プ ロ セ ッ サ で あ り,応 用

側 の 要 求 に合 わ せ て 設 定 じ だ(原 理 的 に は)任 意 のISPア ー

キ テ ク チ ャ を マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム に よ っ て 効 率 よ く解 釈 実行(エ

ミ ニ レー ト)す る 。

ユ ニ バ ー サ ル ポ ス ドブ6セ ッサ(UHP)を 利 用 す る こ とに よ

って 期 待 さ れ る 効 果 と して は,次 の もの が あ げ られ る。

・ 既 存 計 算 機 の 各 種ISPを 実 行 で き る。(ソ フ ト ウ ェア 資

産 の 有 効 利 用)

・ 間 接 型 高 級 言 語 計 算 機 の 実 現 母 体 と して 利 用 可 。

・ISPの 動 的 変 更 が 可 能 で あ る。(適 応 型 計 算 機)

・ISPを 応 用 に合 わ せ られ る た め,コ ン パ イ ラ等 の ソ フ ト

ウ ェ ア が 簡 易 化 され る 。

・1個 のUHPで 各 種 の 応 用 に 利 用 で きる 。(1、SI指 向)

開 発す べ き ソフ トウ エア に対 す る完 全,正 当か つ 一 貫 した要 求

の集 合。

ListProcessorの 略。1'960年 にMITで 開発 され た リス ト

処理 用 言 語。 計 算 機 に よる定理 の証 明,記 号処 理,意 味 論,情

報 検 索,人 工 知 能 の 研究 等 の 分 野 で広 く利用 され て い る。
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